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課題発見
探究力

チームワーク

シチズンシップ
卒業後も
続く
つながり

広がる！

可能性！多様な人との
かかわり

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

ホームミーティング・地域活動・ダブルホームイベントへの参加

入門Ⅰ
卒業後も続く
　　つながり

入門Ⅱ
ダブルホーム活動

地域共創演習Ⅰa、Ⅰb、Ⅱa、Ⅱb 、特別演習

リーダーシップ演習Ⅰ～Ⅲ

G棟

F棟

E棟

D棟

A棟

C棟

B棟

学生玄関

ダブルホーム
地域と共に創る「新たなふるさと」

地域で活動してみたい
！

チャレンジしてみたい！

色々な人とつながりたい！

ダブルホームは、地域や仲間の思いを大切にしながら、
正解のない地域課題に学生・教員・職員による
チームで取り組むプログラムです

第１のホームである学部・学科という専門の学び場を
越えてつくる第２のホームで、
「新たなふるさとづくり」としての地域活動を行っています

仲間と共に成長を目指す
新潟大学独自の教育プログラムです！

新入生は
ぜひ履修を

ダブルホーム参加相談会に参加しよう！

４/４　  ▶ ４/９　　の平日
12:05 ～ 12:55・他

新入生に履修してほしい「ダブルホーム活動入門Ⅰ」の初回授業は
　　　4月 8日（火）、9日（水）、10 日（木）　5限
前日 13:00 までに学務情報システムで
　　　　　　　　エントリー＆履修登録！

日時

場所

重要

課外活動であるダブルホームにおける学びを
深めるために様々な授業（Gコード個性化科目）を
開講しています。
マイナー「ふるさと共創学」も取得できます

18ホームが活動中！

総合教育研究棟 B棟 4階 B454・他

詳しくはダブルホームのホームページをご覧ください

▶　新潟大学ダブルホーム　https://www.iess.niigata-u.ac.jp/dh/

金 水

ダブルホーム学生が
直接、相談にのります

学生玄関ホールでもご案内します！
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ホーム紹介 質問・ホーム紹介 情報発信

Tホーム　ほりごたつ　十日町市下
川手

Iホーム　あい　長岡市栃尾

〒950-2181
新潟市西区五十嵐 2の町 8050 番地
総合教育研究棟
　B棟 4階 B454 ダブルホームミーティングルーム　
 開室 10:00－15:00
　D棟 2階 D206 ダブルホーム事務局
 開室   9:00－17:00
phone: 025-262-6788  fax: 025-262-6991
e-mail: home@ge.niigata-u.ac.jp
https://www.iess.niigata-u.ac.jp/dh/

ダブルホーム参加相談会に参加しよう！
参加学生が活動や授業について説明します。
  （※詳細は、ホームページ等でご確認ください）

ダブルホーム事務局に気軽にご相談ください

ダブルホーム活動入門ⅠとⅡの履修方法
についても説明します。

B454

総合教育研究棟

D206 発行年月日：2025 年 3月 28 日

Homepage
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検索新潟大学ダブルホーム

理学部 2年  草彅 初奈さん

ソーシャルメディア＆ホームページをチェックしよう！

教育学部 2年生

4 月から入学・編入の方

途中から参加希望の方

ダブルホームに参加してみたい方は！

私は長岡市栃尾地区で地域のお祭りのお手伝いやイベントでの I ホーム独自の
企画等を通して、地域課題の解決を目指す取り組みを行っています。その中で
地域の方々と積極的に交流し、寄り添うことの大切さや、自分たちの目的を
最後まで見失わずにどんな活動をするのがよいかを考える重要さをこの 1年で
学ぶことができました。
ダブルホーム活動では普段なら体験できないようなことをたくさん経験できる
ので新しく学ぶことや発見できることが多いです。また、活動をしていく中
で学部の違う同級生や先輩、さらに地域の人とも仲良くなれ、和気あいあいと
活動できるのも魅力の一つだと思います。

私はダブルホームを含む授業の PRがチラシで行われているのを珍しく思い、
「ダブルホーム活動入門 I」を申請しました。最初は「ダブルホーム」が何か
分かっていませんでした。しかし，コミュニティーと自身の結びつきを持って、
アイデンティティーを確立し、発揮することだと後に分かってきます。
また、「ダブルホーム」は仲間との貴重な時間を共有でき、自身の居場所を
形成できるだけでなく、授業を履修することもできます。
特に私は十日町市松之山地区下川手集落で、手作業かつ無農薬・無肥料での
米作りから直接、消費者への販売を通して、かけがえのない仲間や経験を
獲得でき、成長していると強く実感しています。
みなさんも、「ダブルホーム」を「ガクチカ」にしてみませんか？

いつからでも
参加できます！


